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	　令和4年度の作業は、滞りなく予定通り完遂した。これにより、各サイトで確率論的事故影響評価及び再浮遊解析を実施するために必要な情報の整備と再浮遊モデルのOSCAARへの実装を完了するとともに、室内環境での再浮遊モデル開発のための実験装置の整備を完了することができた。

